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宮崎縣鹿川ホルンフエルス中の石次質團球の形成について

野　　澤 保＊

　　　　　　　　　　　　R6sum6
0n　the　Calcareous　Concretions　in　Shishigawa　Hornfels，Miyazaki　Prefecture・

．by

Tamotsu　Nozawa 〃

　　In　this　paperl　the　writer　discussed　the　origin　of　calcareous　concretions　in　Shishigawa

ねorpf辞1s・＄的eroidal　and　vein　f？rms　in　shape・And　he　concluded　that　the　origin　attribute¢

to　neither　of毛he　addition　of　materials　from　granite，nor　of　the　originaL　Qねe　in　s爾d三me血tary・

rocks　but　to　the　metamorphic　differentiation　which　was　taken　place　in　sandstone，オ1ch　in

pl4gioclase，at　lthe　time　of　intrusion　o歪Shishigawa　granite．

要　 約

　ししがわ
鹿川花醐岩の1部ホルソフェルス中に形成されている

石友質團球は，花崩岩からの添加物でもなく，原堆積岩・

中に変成以前に既存していたものでもなく，原堆積岩中

の斜長石礫にとむ砂岩が花崩岩貫入の影響によつて，変

成分化作用を起したために石次質物質の凝結をおこして

生じたものであるo

1。緒　 言’

筆者と齊藤正次は1950年6月宮崎縣三田井図幅調査

中に，あるホルソフェルスから石友質團球を発見した。

日本でホルソフェルスから石次質團球が発見せられてい

るのは北海道で日高系の1部から鈴木醇註1）によつて報

告されているものがあるにすぎない。

ホルンフェルスは一般に熱変成作用の代表として，再

結晶作用を主な現象として考えてきた。ところがここに

問題とするホルンフェルスの石友質團球の形成からみる

と，ホルソフェルス化作用をそのよ5な箪純な作用とし

て考えることには疑問が生じてくる。

調査日数も短く，室内作業も不充分であるが，最近，

堆積岩中の團球については新しい知見と問題が生起して

いるので，鹿川ホルソフェルスの場合を簡翠に概報し，

成因を考察してみたいと思う。

＊地質部’
註1）Suzuki，J＝IMetamorphosed　Calcareous　Concretion
　in　the　Hornfels　at　the　Southern　Coarst　of　Tokati

　Province，Hokkaido，Jour．Fac．Sc圭．Hokkaido，Imp．
　Univ。Ser，IV。V61．II．No．4，p323－338，（1934）

2．一般地質

　ここで問題にする石友質凝結物については，南九州宮『

崎縣東臼杵郡北方村および七折村の村境附近を洗れる綱．

瀬川における観察を，主なる内容としている。

　その概略の地質は第1図に示したが，当地方は西南日

本外帯に分布する中生暦の四万十累層郡の1部で，すぐ』

北方はいわゆる佛像線をへだてて古生暦につづいてい

　　　　　　　　　　おうくえる。この佛像線附近を貫いて，大崩山花崩岩底盤と呼ば

れる若い花歯岩体が貫入している。問題のホルソフェル

スはこの花醐岩体の1部で，鹿川花嵩岩と呼ばれる岩体

に直接関係して，四万十累層郡の1部に形成されているα

2．1堆積岩類
鹿川花嵩岩によつて貫かれる堆積岩類は，見立礫岩（第∫

三紀？）・四万土累暦群（白亜紀）および秩父古生層からな

る。秩父古生暦はチャート・粘板岩・頁岩からなり，鹿川』

花崩岩体附近，ことに南部では構造も輩調で，N70・》60。

Eの走向で傾斜は垂直に近い部分もある。いわゆる見立．

礫岩優は砂岩を主とし，中古生暦の上に李らにのつてい

る。問題のホルソフェルス化している中生層は化石はな

いが，四万十累層群に属するといわれ，佛像線をへだて

て古生暦に接するが，走向は全般に軍調でN60～700E，

古生暦に整合的である。岩相は少量の黒色頁岩層を挾む・

ほかは，大部分が砂岩からなつている。綱瀬川西方51

kmを手行に流れる日影川が，綱瀬川に零出する砂岩の・

走向延長に当るが，ここでも同様で，頁岩暦を挾む砂岩・

層の厚い無暦理の岩相がつづいている・ごくせまい範囲．

で緑色の砂岩（？）をみいだしたほかには，石友質または
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第1圖鹿珊附逝地質圖

　：塩基性の岩相はみあたらない。

　　2．2花高岩
　　大崩山花嵩岩底盤は西南日本外帯の代表的花嵩岩の1

　　つで，鹿川花崩岩を中心に径約20kmにわたる地域の

　　なかに，所々でその頭部をあらわしている。1部で花嵩

　斑岩に移化するといわれ謡2），有名な花歯斑岩環状岩脈

　　（ring　dyke）がこの岩体をとりまいている。大崩山花嵩

　　・岩底盤について注目すべき事実は，現在観察せられる岩

　　，相はその頂部であることである。すなわち浸蝕が浅いた

　　めに，到るところで花嵩岩はその“roof”を保存して

，　　・いるo

　　これらのroofの高度はほぼ等しく，比較的李坦であ

　　1るが，中心鹿川附近がやや上り，ドーム1伏になつている1

　　ようである註3）○

第2圖　日影川澹岸で見られる大崩花醐岩艦と

　　石灰質砂岩との接燭部
　G；　花崩岩　　VS＝縞状石灰質砂岩ホルンフエルス

　CL：石灰質レシズ

　　γ

註2）松下久道：大分縣木浦，宮崎縣見立地方の地質，．九大，理・，醗

　究報告，1－1。（1940）
，註3）鳥山武雄＝日向國大崩山花崩岩膿滋べ機構について（1），地理

　學，VQL6．P。665－674，（1938）日向國大崩山花醐岩盤送入
　機構について（2）地理學，Vo1・6・p・799・（1938）

　　　　　　　2m
第3圖　綱瀬川沿岸における廊川花嵩岩艦と含石茨質團球

　ホルンアエルスヘつづくホルンフエルスとの接鰯部

　SS：砂岩質ホルンフエルス　G：花縄岩　D：ベグマ

　ニタイト質晶量同（電氣石をもつ）

　鹿川花嵩岩体は北方村・七折村北部で径約3km余に

わたり，ほぼ円形に露出している中粒の黒雲母花醐岩で

ある。主要鉱物成分は黒雲母・石英・微斜長石・斜長石

（01igoclase）からなり，副成分として燐次石・ジルコン。

楯石・電気石，1’部に白雲母をふくんでいる。部分的に

不均質で，黒雲母より角閃石の多いものに移化し，斜長

石はより塩基性（basic　oligoclas6）となり，さらに角閃

石に俘って透輝石が現われる部分さえあること嫉注目す

べきであろう。全般に包有物に富み不均質に広く分布し

ている。それはいわゆる“baslc　inclusion”様の黒雲

母，稀には角閃石をまじえた黒雲母の集合体で，卵形で

径5－20cmのものが多く，附近には古生暦などからと

りこんだ捕獲岩は接触部に少量あるにすぎない。

　鹿川花崩岩の頭部では，黒雲母がなくなり白雲母が現

一われ，やや細粒でアプライト質になる。roofに接する部

分はペグマタィト質で石英・カリ長石・白雲母および電気

12一（306）



宮崎縣鹿川ホルソフェルス中の石友質團球の形成について　（野沢　保）

　“多・霧ラ／陥

滋霧マ霧1≦髪
7イグ／≦～ノづ，　ン／／／／、
1〃ン／ン・’／ン／　　／／／！／
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z／／／ラ・）物単ノ／
　　　　　　／　老
　　、　　　　第4圖　いも版の石灰質團球と脈
　SS：砂岩質ホルンフエルス　CV：石灰質脈　CN＝石茨
　1質團塊（または團球）P：ペグマタイト

1汐競鉱／∠告

万！！参1鋳折／〃・

　　　　第5圖石灰質團球と脈
　SS：砂岩質ホルフエルスCN：石灰質團塊（ま解潮球）

　CV：石茨質脈

石からなるグラィゼジをふくみ，電気石は時に濃集して

幅2m以上の電気石暦をつくることもある。電気石を

もつ晶洞およびペグマタイト脈は岩体内によく発蓬し《

ペグマタイトは近傍の堆積岩中にも多い。

　鹿川花嵩岩はその接触面にそつて，幅2～5kmにわ

たり近傍の堆積岩をホルソフェルス化している。鹿川花，

崩岩の近傍の堆積岩にほ，四万十累暦群および見立礫岩

暦では砂質または馨土質であリジ秩父系も少量の石次岩

および石友質岩相を除けば，大部分隷馨土質であつて・

董青石・黒雲母・石英・斜長石を主とするGoldsじhmidt

のclass3に相当する鉱物組み合わせが形成されてい

る。秩父系のなかに石友質ホルソフェルスには柘榴石を

％／／ラフ1／／

　　　　　GV

　第6圖　やや頁岩質の砂岩質ホルンフエルス中の石茨質

　團塊。中に黄鐵鉱をもつ緑色鉱物脈が形成されている。

　SH：頁岩質ホルンフエルス　CN：石茨質團塊（または團球）葺）

　GV：黄鐵鉱，線色鉱物賑

〃〃1易ジ1蕩裟／

ろグ〃後〃イ／

第7圖　花嵩岩との接鰯部をややはなれた地鮎（約1・5km）の石

灰質凝結物，團球が鏡界のはつきりしねい凝結物中につつまれるo

　SS：砂岩質ホルンフエルス　1：慶白帯　Pg：淡緑色箒

含むものもあり，透輝石・楯石・角閃石および珪荻石など，

からなるスカルソを形成している。その場合，石次質岩一

暦が砂岩中に縞欣に分布するような例はめくらもあるが

（第2図），綱瀬川の四万十累暦群のように石友質團球や

脈が形成されること嫡ないQ　　　“

　大崩山花嵩岩底盤の接触部をみると・日影川滑岸七折一

村中組その他では，．ドーム状花嵩岩体の頭部に相当する

らしく，アプライト質花嵩岩が秩父系の石友質砂岩を貫，

ぎ綱獺ハ階岸北方粒下鹿川その他では，鹿川花嵩岩体1

がドーム状岩体のやや側面に相当し，花嵩岩自体が四万’

十累暦群の砂岩および頁岩に貫入している。・これらの貫『

入の様子は著しく穏やかで，堆積岩暦は優乱すること批

13一（307）
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，ノ薇、聾誕笏∫

∠イ／二＼』，島／1／

陽勢勉／
　　　　　　　5cm．

露第8圖　石茨質團球，同O圓駅構造が著しく，境界もはつ啓りしている。

　　SS：砂岩質ホルンフェルス　1：慶自帯　g：緑色箒

　　　　　！珍勿免シ

窃　　レいり｝　　”ノ’！　！！

〃7、業・撃
劣二発x饗フ；グ・1／

彫凝物，ゑ1

第9爵花爵岩『との接鰯蔀に逝い地黙での石茨質團球。

晦色不萌鉱物をもつ石英脈で切ちれる。

SS：砂岩質ホルンフエルスCN：石茨1質團塊（ままたは團球）

Pg：淡緑色帯　g：線色帯　Qdm：不明暗色鉱物をもつ
石英脈

’
㌻
嬬

第10圖　四万十累雇群中の砂岩にはさまれる買岩中にで

啓る珪質凝結物・走向方向に配列する。

　SH：頁岩質ホルンフエルス　　SN：1石英質團球

lll

ハq

蕗鷺后9州・暁鱒チ蘇薦
　　　　1m

第11圖　石茨質凝結塊をもつ頁岩と無暦理の砂岩ホルン
フエルス。角礫朕の頁岩片が砂岩中に石茨質凝茨塊と關

係なく分布する。

SH：：頁岩質ホルンフエルス　SS：砂岩質ホルンフエルス

FSな頁岩片　CN：石茨質團塊（ま牝は團球）

・く，接触部に近接して捕獲された頁岩片が，もとの走向

をそのまま保持しているように考えられる露頭さえある

て第3図）。貫入に際しての1it　par1it　inJectionも，花

働岩体の頭部ペグマタイトが1部で秩父系に対して小規

模に行つているほかには著しくない。

　鹿川花崩岩は一般に，浅所選入の若い花崩岩であると

考えられてぎている。筆者は以上のような産状から若干

の疑問がないでもないが，ここでは一鷹そのように考

え，この花崩岩がペグマタイトの発達などからみても，

かなり“wet”な花嵩岩であつて，その貫入は欝穏な條

件の下で行われたと考えられることをつけ加えておく。

3．　鹿川ホルンフエルス・

綱獺川の露頭は鹿川花崩岩の接触部からホルソフェル

叉帯を直角に縦断している。

綱獺川ホルンフヱルスの原岩は大部分砂岩で，頁岩は

部分的で，砂岩と互層している場合もあるが全体からみ

ると少量である。砂岩質ホルソフェルスは均質粗粒で膚

理は全くない・時に頁岩の径5Cm前後の角礫をとりこ

んでいることもあるσ原砂岩は友黒色であるが，そのホ

ルソフェルス化した部分は花歯岩からの距離に從つて色

も変化するQ石次質凝結物がほとんどホルソフェルス全

域にわたつて，團球・脈・不規則塊などと，形や性質をか
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第12圃　石英・斜渤簾石脈とホルンフエルス。脈にそつ

　　　て色が鍵化する。
F：細粒，黒色ホルンフエルス　C：粗粒紫色ホルンフエルス

QCZ：石英，斜駒簾石脈

　　　　　　　　　　　〃

　　　　　　　　04mm

第14圖　石茨質凝結物をもつホルンフエルス中の斜長石

　　　の顯微鏡下のスケツチ・

　　　E：緑簾石A：曹長石PI：斜長石

Ca

　　　　　1／／、1
　　　　　　の　　　　　ヂ　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　や　　　1》》　　　　　　　　　ノ　　》

　　‘　タ　　　CN　　ノ　　　》　　・’

乙！！》》　’ず．／ノ
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　　　　　　　、ヱOcm
　　　　　　一
第13圖　石茨質團球はペグマタイト脈によつて來られる。

　CNl：石茨質團塊（または團球）　P：ペグマタイト

　SS：砂岩質ホルンフエルス

ab

Q

　　　　ノ

レ・総1

P1
Q

えながら現出することは著しい特徴である。

石次質凝結物は砂岩質ホルンフェルスのなかに，白色

または淡緑色の不規則塊状から球形にいたる径の5～30

cmの各種の團塊として現われ，ある球には同心円朕の

構造も現われている。1部には同一性質の石友質脈が網

副伏に発蓬し，團塊をつないでいる（第4・5図）。これら　，

の石次質凝結物の多くは弱塩酸によつて発泡するので，

野外では珪質の凝結物や磯と容易に区別すること々ミでき

るo

第15圏　石灰質團球中で斜長石が角閃石が方解石に交代される。

　　PI：斜畏石Q：石英i　Hb：角閃石Ca：方解石

　石友質凝結物が花嵩岩からの踵離によつて，母岩とと

もにその性質を変えることを第1表に示した。これによ

ると一般に石友質凝結物は花嵩岩に近いほど著∫しく凝結

の度を増し，量的にも増加し，鉱物構成も緑簾石・角閃

石相から角閃石相べ近づき，高温型への移化を示してい
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第1表　鹿川ホルンフェルスの石次質團球および脈の花崩岩からの距離による変化

接触部からの踵離

ホ　ル　ソ

フェノレス

石茨質團球

石友質脈

岩石

鉱物

1

0’》1．Okm

砂岩を主とし赤紫色で，黒色
頁岩をはさむ　、　慧

石英・針長石・微斜長石・篁青
石・1鉄鉱・電気石・燐次石

　　再結晶完全，礫にとむもので
構造Lは，石基のみ再結晶完全

球形

大さ

量比．

色

鉱物

構造

岩石

鉱物

ペグマタイト

球があるoいも賦の形をとる
ことが多い。境界明確

30｛・5cm（球）

全岩の約1／1・以上

淡緑または白色

石英・斜長石・角閃石・褐簾石・
楯石・方解石・鉄鉱・透輝石・お
よび斜駒簾石

ホルソフェルスにくらべて，
礫間の結晶の再結晶がやや劣
る

團球をつらねて多量，淡緑ま
たは白色，直線的外形

斜駒簾石・石英・方解石

多い，電気石をもち團球を切
る

II

1．0’｝2．5km

砂岩を主とし，紫友，赤紫色
または次黒色

．石英・斜長石・黒雲母・奎青石・

鉄鉱・微斜長石

部分的に不完全だが大部分再
結晶している

球がある。または白色で不規
貝囁な團塊中に球ができ’るo境
界不明確

30～5c出（球），50cm（團塊）

1／・o

淡緑または白色で，線色の同
心円構造があるものがあるQ
不規則團塊は白色

石英・斜長石・角閃石・方解石・

楯石・鉄鉱および斜駒簾石

同

部分的に多い．

斜駒簾石・石英

石英脈はあるが，ペグマタイ
ト脈はない

III

2．5＾ゾ3．5km

砂岩を主とし友色または友黒
色

石英・斜長石・微斜長石・黒雲
母その他

部分的に石英の再結晶が始ま
る

白色の不規則な團塊はあるが
球はない。．境界不明確

、40～5cm（不規則團塊）

1／10

白色

石英・斜長石・楯石・鉄鉱およ
び斜駒簾石

同

なし

同

る。また石次質凝繕物の形をみると，第6図→第7図→

第8図→第9図で見られるように，花嵩岩から最も遠い

部分では形も不規則，境界も不明瞭で，内部には構造が

ないが，花嵩岩に近づくとそのなかに淡緑の球ができ

る。さらに近づぐと境界は鮮明になり，同心円状に有色

鉱物が分布してくる。最も近づいた部分では新たに石次

質脈が現われ，増加し，團球をつなぐようになり，團球

は形がみだれて芋駅になるものもできてくる。

　石次質凝結物は砂岩質ホルソフェルスのなかにだけ現

われて，頁岩質ホルyフェルスのなかには稀にしか産出

せず，たとえ砂岩質ホルソフェルスと互暦している場合

でも，産墨しないことが多い。頁岩質ホルンフェルスで

は石英ばかりからなる凝結團球が形成されることがあつ

て，．砂岩質未ルンフェルス中の石友質團球に似た現象を

1
：
示 している．（第 10図）〇

　四万十累層群の砂岩には，角礫朕の頁岩片が入つて暦

理に李行に配列しているのが特徴的であるが，このよラ

な含角礫砂岩中に石頗凝結物の形成される場合，頁岩

片の分布には無関係に團球が形成されていることは著し

い事実である（第11図）。

　石友質脈は一見どこへもつながらないものが見出され‘

る。また，ある脈では次黒色ホルソフェルスと紫色ホル

ソフェルスの互暦を切る場合，次黒色ホルソフェルスは

石次質脈に近づいて紫色となり，紫色ホルソフェルスヘ

’は脈から舌状にのびている（第12図）。

　石次質凝結物は電気石をもつペグマタイト脈にょって

切られ，その境界は戴然としている（第13図）。

　鏡下で見ると，石友質凝結物をもつ砂岩質ホルソフェ

ルスは，各種の変成段階のものがあるが，一般に粗粒
　　チで礫は角ばつて事り，石英と長石の長さ1m血に達す

る角礫が，量比で全岩の70％以上をしめ，その・聞を細　　。

粒の鉄鉱・ジルコソ・柘榴石・（電気石）’・石英・長右その他
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不明瞭な微細鉱物がうめている。斜長石（多くは61igO・

clase）を相当量ふくむヒとが特徴で，再結晶作用は微細

な石基から始まるが，石友質の新生鉱物を除いては，石

英などもほとんど再結晶の認められない程度で，石友質

凝結物のない，、石英・黒雲母からなる砂岩質ホルソフェ

ルスよりは，『その募結晶の度合が著しぐ劣るようであ

るる石英q黒雲母ホルンフェルズは，すべて再結晶した等

粒・寄木状の石英と拍子木状の黒雲母からなり，、時に1．5

mmに達する墓青右の節状変成斑晶の発達したもゐが，

石友質凝結物をもつホルソフェルスと互暦している場合

もある。

石友質凝結物は砂岩質ホルソ7エルスのながに，．その

含角礫砂岩質原構造を保持し岸まま形成され斜瓢簾石・

角閃石」濯輝石・褐簾石・棚石・方解石および斜長石（albi－

te）が新しく形成されている。これらの新生鉱物のうち

すalbite⑬巌91i即daseの蘭i部絞拠罐
成され，斜瓢簾石・角閃石および方解石の1部には，olig－

ocIaseを交代して形成されている事実が勧察される（第

141母5図）。砂岩質ホルγフ出ル，スから石友質凝結物へ

の移僻・、．か勧鏡く磯続鰯，る・境界面凝つて母

岩側から黒雲母片が濃集している例車ある◎

　綱癩川にそつて花嵩岩との接触部から約1孕m離れた．

地点の，ある砂岩質ホルソフェルスの例でみると，母岩

では石英および斜長石の長さ1’》L5mmの角礫が，そ

れぞれ約45％および40％をしめ，その周を多色性の強

い拍子木状の，長さ約0．005mmの細粒黒雲母結晶が配

列し，ごく微粒の径約0．001cmの石英粒の再結晶が，

微細な不明鉱物のなかで始まつている。斜長石は全般的

にょごれ，石次質凝結物こ近づくと少量の斜駒簾石を俘

つてくる。石友質凝結物は鮮かな淡緑色の同心円状の外

縁をもつていて，乎均径10～15cmの大さの球である

’が，なかに淡緑色普通角閃石が石英・長石の粒間に他形で

形成され，径1mmに淫する。角閃石の分布は球の周

辺に多いので，　絶の同心円状構邉がつくられる・斜駒

簾石・方解石がそれぞれ0．005mm前後の小さな結晶と

して，石基中および斜長石礫中に形成される。斜長石礫

の1部には，斑歌にalbiteの小晶が交代的に形成され

ている。石基の石英その他の再結晶度は，砂岩質ホルソ

　フヱルスと大差はないが・やや劣る○

　石友質脈は多くは石英と斜駒簾石の新鮮な結晶からな

　る。径約0．3血nの石英粒と，拍子木状または針瓶．

　長さ約、0．5mmに達する自形の斜駒簾石からなつてい

　るb方解石が少量ふくまれていることが多い。石次質脈

　は幅数cmから数mmのものまであり・直線的奪外形

　をもつQ

4．成因的考察

　鹿川ホルソフェルスの石友質凝結物の形成について

は，Caをもっ新生鉱物が主な役割を演じてい為ので，，

ここではCa』の起原と行動を中心間題としてとりあげ

ることにする。

　鹿川ホルシフェルスの石友質團球は，．鹿川花歯岩から

のCar添加とか，、原堆積岩中に変成作用以前がら既存

する石友質凝結物ζかいう考えでは，読明し照くいよう

である。

　石友質凝結物がホルソフェルスのなかにだけ，しかも

花嵩岩からの踵離によつて変化し，．、1部では脈を件、うと

めう事実は花歯岩がらの添加誘を考えさ也鷹がその連

終口または渾路であつ準かのように考えさせる。しか
1
し ，鹿川花嵩岩の性質を見ると，Caを放出するような

ことの考えられない酸蘇成岩である・別の地飾中・

古生麿に接触している場合では』石茨質團球は全く知ら

れていない。鹿川ホルンフェルスで見られる石次質脈

は，璽どこへもつながらないものがあるらしいし，，、花崩岩

の接触部から1kmF以上離れると脈なしに球が現われる

ことが多くなつてくる。脈は石友質團球の形成に必ずし

も必粟なものではなく，石次質凝結物質の通路とは考え

られないQ逆に・それはホルソフェルスとの関係からみる

と，いわゆる“segrega』tion　vein”ではないかと考え

られるものである。こうしてみると，花崩岩からのCゴ

添加説は適用しにくいようである。

　変成岩中の石友質團球は・原堆積岩中の擬結物（nod・

ulelまたは未変成の歌態では肉眼的にはみとめられな

かつた石友質團球が，変成作用をうけて再結晶して・肉一

眼的にも認められるようになつだものであると考えられ

、ている例も各地ぞ，いくつかある。鹿川ホルソフェルス

では，綱瀬川に露出する中生暦でも，またその走向の薙

長上にある日影川方面の砂岩について見ても．石次質な

岩相または包有物は認められていない。花歯岩からの距

離で石友質團擁の形や性質が変わり，最も遠い部分では

その外形も球ではなくて不規則な塊黙であり，球はその

内部に形成されること，團球と同一性質の石次質脈が多、

量に，しかも團球をつないで産出すること，および石友

質團塊が砂岩質ホルンフェルス中におる頁岩片の分布と

無関係に形成されていることなどは，これらの石友質凝

結物が原堆積岩中に甑存の包有物ではないと考えるのに

充分である。

　石灰質凝結物の性質の規則的変化・石友質團球と脈の

関係，その母岩の砂岩輩ホ！レソフェルスには斜長右が比

較的多いことおよびホルソフェルスと脈との関係からみ

　ると，この石次質凝結物をつくる物質，ことにCaの起
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源は花醐岩ではなしに原堆積岩中に求められ，その形成

は原堆積岩中に変成以前に形成されたのではなしに，花

崩岩の貫入接触作用の影響々うけて，変成分化作用によ

つて形成さ燕たものであろうと考えられる。石次質凝結

物をもつホルンフェルスで，斜長石が曹長石・斜駒簾石・

方解石・角閃右などに交代「されてゆくことは，この考え

を支持しているように考えられる。

　なお，石次質凝結物の形成の時期は，それが尽グマタ

イトに貫かれている、点から，歩ルンフェルスの形成と同

時か・あるいは石基の再結晶の不充分さからみて，その

早期かと考えられる。

　要約すると，鹿川ホルソフェルスの石次質凝結物は斜

長石片を多量にもつ砂岩が，鹿川花嵩岩の貫入接触をう

けてホルンフェルス化し，それと同時に変成分化作用に

よつてCaが移動し，濃集して再結晶作用が行われた結

果，、形成されたものと考えられるム

　　　　　　　　　5．臼結　　論

　鹿川ホルソフェルスの石友質凝結物に類似した團球

は・各地の変成堆積岩中から見出されている。1これらの

團球は多くは一‘‘pseudodiorite”と呼ばれ，深成火成

岩の構造に近づいている認）。それらについては原岩中

の変成以前から既存する石次質凝結物に起源をもとめて、

い
、
るものが多いようである註5）。筆者の考えではこれら

の凝結物についても変成分化作用の考えから，槍討すべ

きものがあるようである。これらの石友質團球は未変成

の堆積岩中でもしばしば形成され，方解石その他の新生

鉱物が形成されている例が，最近本邦からも報告されて

いる溢6）・石荻質擬結物の各種の條件の下における形成

の一貫した硫究は，興昧ある将来の問題としてのこされ

ているo

　　　　　　　　　　　　（昭和26年6月調査）
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